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研究成果の概要（和文）： 

少子高齢化かつ人口減少化が進行する中で、「人工環境」「社会環境」次元でのコンパクトシ
ティの持続可能性について十分検証した上で、予測される自然災害への脆弱性を緩和するため
の政策アプローチを準備しておくことが必要であるとの問題意識のもと、各次元からコンパク
トシティの災害脆弱性を明らかにし、緩和と適応のための政策アプローチを検討した。そして、
予言はされていたが詳細が不明であった逆都市化の現象が起こりつつあるものの、これは有力
とされていた都市の農地化、農村化ではないことが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study started from the background that, in a population decrease as well as in 
a declining birthrate and aging population, it was needed to prepare policy approach to 
mitigate vulnerability to natural hazards with focus on sustainability of compact city 
in terms of ‘artificial environment’ and ‘social environment.’ The study demonstrated 
vulnerability of compact city to hazards from the two environments and examined policy 
approaches for mitigation and adaptation. Finally, the study showed that however 
counter-urbanization was occurring, it was not ‘urban ruralization’ regarded as very 
likely. 
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１．研究開始当初の背景 
 国連人口基金（UNFPA）が発表した 2007 年
版世界人口白書は、2008 年中に世界人口の半
分以上にあたる 33 億人超が都市部に居住す
ることが予測されるとして持続可能な都市
戦略の推進の重要性を指摘している。このよ
うな状況の中、コンパクトシティ戦略が欧米
を中心に導入され、「自然環境―経済環境」

次元でのコンパクトシティの持続可能性に
関して知見が蓄積され、その有効性はすでに
広く共有されている。その一方で、わが国で
は 2005 年を契機に総人口が減少期へと突入
し、少子高齢社会を迎え、逆都市化時代が始
まったと騒がれている中で、都市の活力の維
持が重要な課題となっており、その処方箋と
して主に地方中小都市でコンパクトシティ



戦略導入の動きが進んでいる。 
一方、災害多発国であるわが国においては、

気候変動と激甚化する自然災害への緩和と
適応のための検討を行うことは不可欠であ
り、今後の都市政策においてもっとも重要な
課題の一つである。 

このような激甚化する自然災害および人
口減少が予測される地方中小都市において、
実際のところコンパクトシティ戦略が都市
を構成する環境のうち、住民の QOL 維持に不
可欠な都市の「人工環境」（都市インフラス
トラクチャーや行政システム等）、「社会環
境」（住民のセーフティネットとしての「社
会関係資本」）にもたらす影響がどのような
ものになるかは、コンパクトシティ戦略が
「自然環境」「経済環境」にもたらす影響と
比較して研究の蓄積が僅少である。 

その都市政策としてのコンパクトシティ
戦略を導入するためには、「人工環境」の大
規模震災時における損壊リスクや付随する
人的・生活被害リスクに対する頑強性の確保
は必須である。また、高齢化の進展や自然災
害リスクの増加により、コンパクトシティに
おいても都市住民のセーフティネットとし
ての「社会環境（社会関係資本）」の維持・
形成の重要性が今後さらに高まると予測さ
れる。以上を踏まえると、わが国の地方都市
においてコンパクトシティ戦略の導入を促
進するためには、その前提条件として「人工
環境」「社会環境」次元でのコンパクトシテ
ィの持続可能性について十分検証した上で、
予測される脆弱性を回避するための政策ア
プローチをあらかじめ準備しておくことが
必要であるとの認識に至った。 
 
２．研究の目的 
 以上の問題意識を踏まえ、本研究ではわが
国の地方都市においてコンパクトシティ戦
略の導入がもたらす影響を「人工環境」「社
会環境」の次元から検証した。その上で、コ
ンパクトシティ特有の脆弱性に対処するた
めの政策アプローチを検討することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 コンパクトシティ戦略導入にともなう影
響を検証するために、本研究においては「人
工環境」および「社会環境」の次元から検証
した。 

コンパクトシティ戦略を導入している地
方自治体が存在するもののその成果がはっ
きりとは現れていない現状において、「人工
環境」においては観光産業を核としたコンパ
クトシティと見なすことができる、観光に依
拠した地方都市における災害発生時のリス
クに着目し、その経済被害の分析とリスク評
価を行うことによって、コンパクトシティの

災害脆弱性のための測定手法を検討した。 
一方、「社会環境」においては、その他の

都市と比較してコンパクトシティ戦略下に
おいては人口移動（都市間移動、都市内移動）
と、それに伴う地域構成員の変容が顕著であ
ることに着目して、全国を網羅した大規模デ
ータを用いた社会的絆へのリスク検討と、新
住民と旧住民間のセーフティネット醸成を
見据えた社会関係資本醸成プロセスと促進
要因を探索的に明らかにするためにロール
プレイングゲーム型シミュレーション＆ゲ
ーミング実験を企画した。 
 
４．研究成果 
 まず上述したように、人口減少下かつ少子
高齢化の進む２１世紀の日本における都市
政策におけるコンパクトシティ戦略の最重
要課題は、気候変動と激甚化する自然災害へ
の緩和と適応のための検討を行うことであ
り、都市変容にその要諦があるとの問題意識
から、自然環境／人工環境／社会環境からな
る都市変容モデルを開発し、個人レベルでの
エンパワメントとコミュニティレベルでの
キャパシティ・ディベロップメントのため、
長期生存を保障する戦略と対話に焦点を当
てて、多様なリスクと不確実性への市民なら
びにコミュニティ対応の要件を導出した。そ
の都市変容モデル基礎に、「人工環境」「社会
環境」の課題別に、コンパクトシティの災害
脆弱性検討を行った。 
「人工環境」においては、厳島神社(世界

遺産)を観光資源とする観光産業型のコンパ
クトシティである(旧)宮島町(現在は、廿日
市市)を対象とした。本町は 2004 年と 2005
年に台風による被害を受けたが、2004 年の台
風 18 号では被害の殆どは厳島神社に集中し
た一方で、2005 年の台風では白糸川沿いに土
石流が発生し、付近の家屋に被害が発生した。
両者の災害による直接被害総額は約 10 億円
と試算されている。しかし、観光客の激減に
よる間接被害額は不明であったため、観光客
および町内の販売店を対象にアンケート調
査を行い、社会統計資料なども利用しながら
推定した結果、約 17 億円となることを明ら
かにした。 
また、能登半島地震･2004 年台風 18 号（厳

島神社）･中国四川大地震を対象とした調査
の結果、1)自然災害によって観光客の激減が
1 年以上続くこと、2)観光客の激減は地域経
済へ大きな影響を及ぼしていること、3)復
旧･復興政策および予防政策が不十分である
ことを明らかにした。 
「社会環境」においては、大規模公開デー

タを利用し、コンパクトシティ政策導入によ
る社会環境リスクへの対応の必要性を明ら
かにした。限られた指標（職住近接性、都市
商業医療機能集積、自動車だけに依存しない



交通）ではあるが、各都道府県の人口規模別
都市群を「地方部中心都市」、「大都市郊外」、
「地方部周辺都市」と 3つのクラスター分け、
それぞれについて異なる社会環境（社会的絆
および友人満足度）リスクが生起し、さらに
個人属性（就労の有無、高齢者かどうか）に
よっても社会環境リスクが異なることを予
測した。 

また、社会関係資本醸成をコンパクトシテ
ィ戦略に組み込むには、住民間で SC が醸成
されるプロセスとその促進要件を探索的に
明らかにする必要があるとの認識のもと、ロ
ールプレイングゲーム型シミュレーション
＆ゲーミング実験の実験枠組みを試作した。
2010 年 5 月に学生 17 名を実験協力者として
行ったプレテストの結果、コミュニケーショ
ン様式と SC の構成要素（信頼・互酬性の規
範、ネットワーク）の醸成意向に一定の関係
を見出すことができた。これらの知見をふま
えて、地域社会での SC 醸成に向けた「気づ
き」促進 ツールとしての本シミュレーショ
ンの活用可能性を検討した。 

以上の知見から、コンパクトシティ戦略の
災害脆弱性が明らかになり、自然災害への緩
和と適応のための政策アプローチを「人工環
境」「社会環境」の両面から行っていく必要
があることを明らかにした。さらに、予言は
されていたが詳細が不明であった逆都市化
の現象が起こりつつあり、これは有力とされ
ていた都市の農地化、農村化ではないことが
示された。今後は、都市の持続性を担保する
ための「包括的な都市政策」としてのコンパ
クトシティ戦略を評価するとともに、コンパ
クトシティの脆弱性を補完する手法を政策
シミュレーションにより提示することが求
められている。 
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